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39.7%に比べ、平成 26 年には 43.0％に達している 1)。また、平成 9 年を境
に共働き世帯が専業主婦世帯より上回っている 2)。さらに、平成 19 年にお
いて 30～34 歳の子どもを持つ女性の就業率は 44.0%であり、平成 24 年は
6.2％ポイント増加し 50.2%だった 3)。その前後の年代である 25～29 歳と 35
～39 歳でも増加している。このように女性の就業状況の変化を背景とし、
保育所に通う乳幼児が増加している。保育所等関連状況取りまとめ 4)による
と保育所に通う乳幼児の割合は、平成 27 年 37.9％であり、10 年前の平成
17 年より 9.0％ポイント増加した。 





















平成 17 年「食育基本法 14)」が制定された。食育基本法が制定された背景
に、幼児期からの食習慣の乱れがある。生活が夜型傾向になり 15, 16)、平成
16 年国民健康栄養調査では朝食欠食が 1～6 歳で 5.4％もみられた 17)。水野
18)は夜型の生活が朝食の食欲不振を招いていると指摘している。さらに、朝
食を一人で食べる幼児の割合が増え 19)、孤食している幼児は摂取する食品









平成 21 年に「日本人の食事摂取基準（2010 年度版）24)」が示され、児童
福祉施設で食事を提供する者に対して食事摂取基準を踏まえた栄養管理に
ついての具体的な実践例を示すものとして、平成 22 年「児童福祉施設にお






































まとめられ昭和 55 年に「離乳の基本」が出された。その後、平成 7 年に「改



























































































手づかみ食べに関する研究はまだ狭い分野に限られているのが現状である。     
 
５. 三項関係の発達 













































































対象児は、東京都 J 保育所に在籍している 9～24 か月の 10 名（Ａ～Ｊ）
とした。内訳は、男子 4 名、女子 6 名であり、第一子７名、第二子 3 名であ





ることから 85)、対象児の月齢を 9～24 か月に設定した。以下全ての章にお
いて、データは平均値±標準偏差で示した。 
対象児の体格は、12 か月時点で男子が身長 74.6±1.9cm、体重 9.32±
0.99kg、女子は身長 72.1±2.7cn、体重 8.49kg±0.77kg だった。24 か月時
点で男子は身長 84.6cm±2.2cm、体重 11.13kg±0.83kg、女子は身長 83.7cm
±2.4cm、体重 11.29±0.88kg であった。平成 22 年乳幼児身体発育調査報告
書 87)によると、50 パーセンタイル値はそれぞれ 12 か月時点の男子の身長は
74.8cm、体重 9.24kg、女子の身長 73.4cm、体重 8.68kg、24 か月時点の男子
の身長は 86.7cm、体重は 11.93kg、女子の身長 85.3cm、体重 11.29kg だっ
た。 
 
表  1 対象児と観察月齢  
  







































対象保育所は定員 30 名で、産休明けから 2 歳児までの乳幼児を保育して











２－３ 調査期間  
調査期間は、平成 25 年 5 月～平成 26 年 8 月の週 2 回（計 133 回）である。






対象児の観察月齢は 9～24 か月までが 2 名、9～21 か月までが 1 名、9～
20 か月までが 2 名、9～18 か月までが 1 名、13～24 か月までが 4 名であっ
た。各月齢の調査人数は、9 か月～12 か月が 6 名、13～18 か月が 10 名、19

















を用いて撮影した。撮影には、JVC 製 FZ-590 を使用した。ビデオカメラ設
置条件は穴井ら 88)の条件を参考にし、対象児との距離は約 300cm、ビデオカ




当保育士が食事の介助を行っていた。介助は、0 歳児クラスでは対象児 1 名





















分析者は著者を含め 4 名とした。4 名で月齢の異なる対象児の 1 か月間の
ビデオでカウントの確認を行った。ビデオ分析を複数人で行った場合、分析
者間の誤差が生じるが 90)、分析項目が単純な行動の場合、分析者間の一致




ら 92)は ICC の判定基準を、0.9 以上を優秀、0.8 以上を良好、0.7 以上を普








































表  2 手づかみ食べと食具食べの変化ポイント  
 
 





には Pearson の相関係数を用いた。 

































対象児 1 人当たりの各 1 か月の撮影回数は平均 6.2±0.3 回（範囲：3～10
回）であり、本研究での分析対象の総時間は 12,941 分となった。対象児の
うち、手づかみ食べが増え始める月齢と報告されている 78)9～10 か月を上回




かみ食べ開始月齢は最も早い児で 10 か月、最も遅い児で 17 か月であり、平
均 12.8±2.1 か月であった。食具食べが開始した月齢は最も早い児で 14 か
月、最も遅い児で 19 か月であり、平均 16.3±1.6 か月であった。自食が全
介助を上回った月齡は平均 16.6±2.3 か月（範囲：13 か月～20 か月）であ
った。そして、手づかみ食べ開始から食具食べ開始までは平均 3.7±2.1 か
月（範囲：0 か月～6 か月）を要し、食具食べが手づかみ食べを上回った月









（基点：「0 月」）は平均 16.5±2.0 か月（範囲：13 か月～19 か月）であっ
た。月の経過に伴う各行動の変化を比較した結果、手づかみ食べは「－2 月」
と「－1 月」及び「－1 月」と「0 月」との間で有意に増加し（p＜0.01）、
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図  2 手づかみ食べが最も多い月を「0 月」とした時の食べる行動の発達過程  
 
３－２ 自食の発達過程における関連性 
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変化ポイント ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮
①手づかみ食べ開始月齢 1 .372 -.540 -.544 .513 -.119 .619 -.312 -.489 -.415 .400 -.714* .374 -.197 -.539
②手づかみ食べ最高頻度月齢 1 .581 -.254 .371 .418 .161 -.212 -.070 .050 .034 -.296 .627 .149 -.577
③手づかみ食べ開始から手づかみ食べ
最高頻度月齢までの月数 1 .247 -.124 .427 -.406 .081 .318 .275 -.252 .358 .427 .393 -.031
④手づかみ食べ生起頻度平均 1 -.309 .402 -.888** -.498 .901** .802** -.091 .485 .035 .729* .615
⑤１か月間で手づかみ食べ生起頻度が
最も増加した月齢 1 .319 .083 -.450 -.294 -.435 .627 .000 .914
** .057 .109
⑥１か月間における手づかみ食べ
最大変化量 1 -.445 -.508 .608 .500 .140 .347 .545 .561 .040
⑦自食が全介助を上回った月齢 1 .553 -.836** -.553 .088 -.548 -.181 -.806** -.560
⑧手づかみ食べ開始から自食が全介助を




** -.137 .428 .101 .815** .366
⑩自食が全介助を上回った月齢時の
自食の生起頻度 1 -.476 .111 -.162 .777
* -.108
⑪食具食べ開始月齢 1 .357 .742* -.240 .572
⑫手づかみ食べ開始から食具食べ開始
までの月数 1 .271 .052 .891
**
⑬食具食べが手づかみ食べを




































表  4 主成分分析結果  
 
第一主成分 第二主成分 第三主成分
自食が全介助を上回った月齢の手づかみ食べ生起頻度 .970 .064 -.099
手づかみ食べ生起頻度平均 .940 -.043 -.170
自食が全介助を上回った月齢 -.926 -.111 .019
自食が全介助を上回った月齢時の自食の生起頻度 .877 -.103 -.079
１か月間における手づかみ食べ最大変化量 .699 .491 .006
手づかみ開始月齢 -.618 .560 -.403
１か月間で手づかみ食べ生起頻度が最も増加した月齢 -.435 .771 -.015
手づかみ食べ開始から自食が全介助を上回る月齢までの月数 -.465 -.728 .450
手づかみ食べ最高頻度月齢 -.137 .707 .595
手づかみ食べ開始から手づかみ食べ最高頻度月齢までの月数 .418 .150 .892
固有値 4.92 2.23 1.56
寄与率 49.2 22.3 15.6







図  3 対象児の手づかみ食べの発達過程の類型  
 





























































対象児の手づかみ食べの開始月齢は平均 12.8 か月であり、先行研究 78)の
示す 9～10 か月よりやや遅れる傾向であった。しかし、向井は 9～15 か月で

























の 1 か月間で急激な増加がみられた。志澤ら 89)は、母親が乳幼児に食事を
介助している様子を 9、10、11、14 か月に各 2 回ビデオ観察した結果、手づ















































































ルの月齡は 21 か月であり、10％タイルと 90％タイルには 10.3 か月の差が




























とした。この手づかみ食べ発達時期を「－2 月」と「－1 月」および「0 月」







２. 方法  
 
２－１ 手づかみ食べ発達時期の料理区分別食べる行動の分析 




発達時期に該当する月齢は、Ａ～Ｃが 16～18 か月、Ｄ・Ｅ・Ｇが 15～17
か月、Ｆが 11～13 か月、Ｈが 17～19 か月、Ｉが 11～13 か月、Ｊが 13～15
か月であったので、この月齢を各児の対象月齢とした。調査期間は、平成
25 年 7 月～平成 26 年 7 月の週 2 回（計 100 回）である。 
料理区分は献立の料理構成に準じて主食・主菜・副菜・汁物（具のみ）の

















①  主材料 主材料は、いも類・豆類（大豆・大豆製品除く）・大豆及び
大豆製品・野菜類・藻類・魚介類・肉類・卵類の 8 項目とし、料理の中で
最も重量の多い食品とした。 






③  調理法 調理法は、茹でる・煮る・蒸す・焼く・炒める・揚げるの
6 項目とし、1 つの調理法でない場合には最終段階の調理法とした。 





⑤  硬さ 硬さは、測定機器として TX.XTplus TEXTURE ANALYAER（Stable 
Micro Systems）用いた。測定条件は中沢 108)を参考に、直径 20mm のプラ
ンジャーを使用し、圧縮率 70.0%、試料の圧縮速度は 10mm/sec、試料温度






























た。対象児 10 名のうち、9 名は小鈴を持ち上げることができた。1 名は親指
と人さし指の指先でつまみ、2 名は親指と人さし指の腹で挟んで持ち上げた。
残り 6 名は親指と人さし指・中指の 3 本で小鈴を持ち上げた。1 名のみ「－


































図  5 料理区分別手づかみ食べ頻度  
 
３－３ 主菜・副菜の手づかみ食べ頻度 
 本研究では、手づかみ食べ発達時期を「－2 月」と「－1 月」である手づ





































頻度が 0％の主菜・副菜は 68 品（37.8％）、0％より高く 100％未満が 65 品
（36.1％）、100％が 47 品（26.1％）であった。後期の主菜・副菜の手づか
み食べ頻度平均は 62.8±42.6％であった。手づかみ食べ頻度が 0％の主菜・
副菜は 23 品（26.1％）、0％より高く 100％未満が 28 品（31.9％）、100％が
37 品（42.0％）であった。 
 



















































































前期 手づかみ食べ無 前期 手づかみ食べ有 
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べ時期における対象児の様子や感じたことの 3 点とした。 
 













































































































































にしている母親は、パターンⅠの 3 名、パターンⅡの 1 名であった。[子ど
もが自分で食べたい気持ちを尊重]し、子どもが自分で食べる中で上手く出
来なかった場合や食事が残っている時に母親は介助していた。【母親の介助

































は問題となる行動ではないと報告している 120)。この研究では 13～31 か月の





































































２. 方法  
 
２－１ 調査対象と方法 
 平成 27 年 6 月に東京都の全認可保育所 123)のうち、各保育所のホームペー
ジで 0歳児保育を行っていることが確認できた 1,627園に無記名自記式質問
紙調査を郵送して回収を行った。回答者は、0 歳児クラスの担任をしたこと
がある保育士のうち、経験年数の最も長い者 1 名に依頼した。 
 
２－２ 調査項目 









































について Mann-Whitney の U 検定（正確確率検定）を用いた。 









３. 結果  
 
３－１ 回収率と回答者の属性および保育所概要 
 返信があった保育所は 608 園であり、回収率 37.4％であった。回答に不
備がみられた 4 園を除く 604 園を分析対象とし、有効回収率は 37.1%であっ
た。 
 回答者は、女性 596 名（99.0%）、男性 6 名（1.0%）であった。年代は 50
代が最も多く 39.9％、保育士経験年数は平均 21.3±9.8 年であった。 
対象保育所は公立 183 園（31.0%）、私立 407 園（69.0％）であり、園児数
は平均 110±38 名であった。給食業務形態は、「保育所職員が自園で調理す











手づかみ食べを中心として食べる月齢は 12 か月であった。 
 















































が 376 名（62.9%）、「やや積極的にしている」が 201 名（33.6%）、「あまり積








らうため」は 2.3％と少なかった（図 13）。 
 
表  7 保育所の手づかみ食べに対する積極性との関連  
 
 
n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
保育所概要
経営主体 公立 183 (31.0) 111 (30.5) 61 (33.9) 6 (21.4) 0 (0.0)
私立 407 (69.0) 253 (69.5) 119 (66.1) 22 (78.6) 4 (100.0)
園児数 90人以下 154 (27.3) 89 (25.7) 52 (29.5) 9 (33.3) 1 (33.3)
91～124人 269 (47.7) 170 (49.1) 79 (44.9) 12 (44.5) 0 (0.0)
125人以上 141 (25.0) 87 (25.2) 45 (25.6) 6 (22.2) 2 (66.7)
給食業務形態 保育所職員が自園で調理 489 (81.5) 293 (79.4) 155 (83.8) 24 (85.7) 4 (100.0)
外部業者が自園で調理 111 (18.5) 76 (20.6) 30 (16.2) 4 (14.3) 0 (0.0)
管理栄養士または 常在 540 (89.8) 338 (91.6) 164 (88.2) 26 (92.9) 3 (75.0)
栄養士配置状況 常在していない・関与あり 60 (10.0) 30 (8.1) 22 (11.8) 2 (7.1) 1 (25.0)
常在していない・関与なし 1 (0.2) 1 (0.3) 0 （0.0） 0 （0.0） 0 (0.0)
食事環境
食事場所 遊ぶ場所とは別に食事をする
空間・部屋がある 315 (54.5) 199 (55.7) 93 (52.5) 16 (59.3) 1 (50.0)
食事をするときのみ区切る 263 (45.5) 158 (44.3) 84 (47.5) 11 (40.7) 1 (50.0)
介助平均人数 2.0人以下 331 (54.8) 196 (53.0) 105 (56.2) 18 (64.2) 3 (75.0)
（0歳児クラス） 2.1～2.9人 91 (15.1) 56 (15.1) 29 (15.5) 5 (17.9) 0 (0.0)
3.0人以上 182 (30.1) 118 (31.9) 53 (28.3) 5 (17.9) 1 (25.0)
職員間の連携と保護者への働きかけ
職員間で園児の食べ方に よく 403 (67.6) 292 (79.3) 92 (49.2) 11 (39.3) 2 (50.0)
関する話し合いの頻度 ときどき 175 (29.4) 76 (20.7) 81 (43.3) 13 (46.4) 2 (50.0)
あまり 17 (2.8) 0 （0.0） 14 (7.5) 3 (10.7) 0 (0.0)
まったく 1 (0.2) 0 （0.0） 0 （0.0） 1 (3.6) 0 (0.0)
保育士から栄養士等†への よく 483 (80.8) 320 (86.5) 134 (71.6) 17 (60.7) 3 (75.0)
園児の食事に関する相談頻度 ときどき 106 (17.7) 45 (12.1) 51 (27.3) 9 (32.1) 1 (25.0)
あまり 8 (1.3) 4 (1.1) 2 (1.1) 2 (7.2) 0 (0.0)
まったく 1 (0.2) 1 (0.3) 0 （0.0） 0 （0.0） 0 (0.0)
保育士から保護者へ よく 212 (35.6) 189 (51.1) 21 (11.3) 0 （0.0） 0 (0.0)
手づかみ食べを促す頻度 ときどき 294 (49.3) 163 (44.1) 125 (67.2) 3 (10.7) 0 (0.0)
あまり 68 (11.4) 15 (4.0) 35 (18.8) 16 (57.2) 0 (0.0)
まったく 22 (3.7) 3 (0.8) 5 (2.7) 9 (32.1) 4 (100.0)
保育士の手づかみ食べへの積極性
とても積極的にしている 376 (62.9) 324 (88.0) 42 (22.7) 4 14.3 0 (0.0)
やや積極的にしている 201 (33.6) 43 (11.7) 140 (75.7) 14 50.0 0 (0.0)
あまり積極的でない 16 (2.7) 1 (0.3) 3 (1.6) 10 35.7 0 (0.0)






























































n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
属性
性別 男性 6 (1.0) 5 (1.3) 1 (0.5) 0 (0.0) 0 (0.0)
女性 596 (99.0) 371 (98.7) 198 (99.5) 16 (100.0) 5 (100.0)
年代 20代 43 (7.2) 24 (6.4) 16 (8.1) 1 (6.3) 1 (20.0)
30代 136 (22.6) 88 (23.5) 45 (22.6) 2 (12.5) 1 (20.0)
40代 179 (29.8) 119 (31.7) 53 (26.6) 5 (31.2) 0 (0.0)
50代 240 (39.9) 142 (37.9) 85 (42.7) 7 (43.7) 3 (60.0)
60代 3 (0.5) 2 (0.5) 0 (0.0) 1 (6.3) 0 (0.0)
保育士取得過程 専門学校 217 (36.4) 139 (37.2) 68 (34.4) 7 (46.7) 0 (0.0)
短期大学（2年） 290 (48.7) 179 (47.9) 102 (51.5) 4 (26.7) 3 (75.0)
短期大学（3年） 33 (5.5) 22 (5.9) 8 (4.0) 2 (13.2) 1 (25.0)
四年制大学 33 (5.5) 18 (4.8) 14 (7.1) 1 (6.7) 0 (0.0)
通信教育 7 (1.2) 5 (1.3) 1 (0.5) 1 (6.7) 0 (0.0)
その他 16 (2.7) 11 (2.9) 5 (2.5) 0 (0.0) 0 (0.0)
保育士の経験年数 14年以下 169 (28.0) 108 (28.7) 53 (26.4) 5 (31.3) 2 (40.0)
15～29年 271 (44.9) 177 (47.1) 84 (41.8) 5 (31.3) 3 (60.0)
30年以上 164 (27.1) 91 (24.2) 64 (31.8) 6 (37.4) 0 (0.0)
自身の子育て経験 あり 410 (68.4) 258 (69.0) 132 (66.7) 13 (81.3) 3 (60.0)
なし 189 (31.6) 116 (31.0) 66 (33.3) 3 (18.7) 2 (40.0)
保育士の手づかみ食べの重要性への認識
非常に重要 461 (78.3) 346 (93.8) 110 (55.8) 1 (7.1) 1 (25.0)
やや重要 118 (20.0) 21 (5.7) 85 (43.2) 9 (64.3) 1 (25.0)
あまり重要でない 10 (1.7) 2 (0.5) 2 (1.0) 4 (28.6) 2 (50.0)





































n （％） n （％） n （％） n （％） n （％） n （％）
全体 238 (41.3) 306 (53.1) 30 (5.2) 2 （0.4） 477 (84.7) 86 (15.3)
積極的群 190 (52.3) 163 (44.9) 10 (2.8) 0 （0.0） 298 (84.4) 55 (15.6)














図  15 手づかみ食べを多くする園児のその後の特徴（複数回答）  
 






























 平成 26年社会福祉施設調査 124)によると、全国保育所は 24,509園であり、
本研究の対象保育所は全国保育所の 6.6％にあたる。全国保育所の経営主体
が公立の保育所は 38.0％、私立が 62.0％であり、本研究の対象保育所は公
立が約 3 割、私立が約 7 割であり、全国保育所より私立が約 1 割多かった。 
 厚生労働省が行った全国保育所の食事提供の現状についての調査 125)によ
ると、自園で調理して提供している保育所は 90.7％であった。対象保育所
















るが 52.6％に対し、対象保育所は 89.9％と約 40％ポイントも高かった。 
 
４－２ 手づかみ食べの月齢 
 本研究の手づかみ食べ開始月齢は平均 10 か月が最も多く、Negayama78)ら
の結果と同様であった。そして、本研究で手づかみ食べを中心とした月齢は
12 か月が最も多く、126)手づかみ食べの時期を 12～18 か月を目安と記してあ











































が、本調査の回答者は平均 21.3 年で、伊藤ら 118)の調査の区分ではベテラン






























































































これまで、乳幼児の食べ方の発達過程をビデオ観察した研究 38, 41, 61, 62, 66, 68, 




































づかみ食べが最も多くみられた「0 月」の 1 か月間（手づかみ食べ後期）と
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まったく あまり ときどき いつも
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
1 2 3 4
問16
あてはまる番号1つに○をつけて下さい。
１と回答した方は、問16-1もご回答下さい。
　１．分けている　　　　　　２．　特に分けていない
　問16-1　具体的な基準としてあてはまる番号全てに○をつけて下さい。
　　　　　１．　手が汚れそうにないもの　　
　　　　　２．　大人が手で食べてもよさそうなもの
　　　　　３．　大きいもの
　　　　　５．　汁物の汁以外の固形物（汁物の具含む）
　　　　　７．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）
⑨調理員等に手で食べやすい食
品を出してもらう
園児に手づかみ食べを促す働きかけの頻度を教えて下さい。
　５．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
①園児に手で食べることを促す
ような言葉をかける
②園児に手で食べていいことを
言葉で伝える
③園児が手で食べた時に褒める
④園児に食物を持たせる
あなたは、なぜ園児に手づかみ食べを積極的にさせないのですか。
　４．　保育園の方針だから
⑤手で食べやすそうな食物を園
児の目の前に置く
⑥食物を手で食べやすい大きさ
にスプーン等で切る
⑦保育士が手で食べてみせる
⑧他児が手で食べている様子を
見せる
　１．　テーブルや園児の洋服が汚れるから
　３．　必要ないと思うから
　　　　　６．　汁物の汁以外の固形物（汁物の具含まない）
⑩遊びの中で手指の発達を促す
遊びを取り入れる
⑪家庭でも手づかみ食べをする
ように促す
料理によって手づかみで食べるものとそうでないものに分けていますか。
　　　　　４．　園児が手に持ちやすい形状のもの　
とき
問17 園児がよく手づかみで食べる食品・料理の特徴はありますか。
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
１と回答した方は、問17-1もご回答下さい。
　１．　ある　　　　　　２．　食品や料理の問題ではない
　問17-1　園児がよく手づかみ食べをする食品・料理の特徴として考えられる
　　　　  番号全てに○をつけて下さい。
　　　　　１．　色　　　　２．　大きさ　　３．　形　　　４．かたさ
問18 園児が食具の使用を中心として食べる月齢は何ヶ月頃からですか。
括弧内に、頻度が最も高い月齢に◎、次に高いと思われる月齢に○印をつけて下さい。
問19
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
問20
あてはまる番号全てに○印をつけて下さい。
　９．　特になし
　　　　　５．　調理法　　６．　材料　　　７．　感触　　
　　　　　８．その子が好きなもの　　９．その他（　　　　　　　　　　　）
　６．　食物を手に持って口まで運ぶ時の距離感覚
　８．　食物を手に持って口まで運ぶ時の肘のあき具合
　１０．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　７．　食物を手に持って口まで運ぶ時の手首の使い方
　４．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
　５．　食具を握る強さ
園児が食具を使用して食べる時期についておたずねします。
（　　　　　）　12ヶ月以前
（　　　　　）　13ヶ月頃
手づかみ食べから食具食べへの移行は、園児の何を見て決めていますか。
　１．　月齢
　２．　食具を触りたがる様子
　３．　食具を使用して食べたがる様子
　４．　食物の掴み方
園児に食具をどのように持たせていますか。
　１．　園児が食具に興味を示したら持たせる
　２．　園児の食具への興味に関係なく、食具を使えるようになったら持たせる
　３．　保育園または自分で決めている月齢になったら持たせる
（　　　　　）　14ヶ月頃
（　　　　　）　15ヶ月頃
（　　　　　）　16ヶ月頃
（　　　　　）　17ヶ月頃
（　　　　　）　18ヶ月以降
問21
あてはまる番号1つに○をつけて下さい。
　３．　あまりないと思う
　４．　まったくないと思う
問21-1
あてはまる番号全てに○印をつけて下さい。
問21-2
あてはまる番号全てに○印をつけて下さい。
　５．　特に特徴はない
問22 あなたは平成19年厚生労働省より出された授乳・離乳の支援ガイドに
手づかみ食べについて記載されていることを知っていますか。
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
１と回答した方は、問22-1もご回答下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  　問22-1　授乳・離乳の支援ガイドで手づかみ食べへの意識が変化しましたか。
　　　　　　　 あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
　　　　　　　１．　非常に変化した
　　　　　　　２．　やや変化した
　　　　　　　３．　あまり変化していない
　　　　　　　４．　全く変化していない
　２．　自分で食べたがる
　３．　食に対して意欲的である
　４．　生活全体が活発である
　２．　ややあると思う
手づかみ食べを多くする園児と少ない園児でどのような違いがあると思いますか。
　１．　園児の食への興味
　２．　園児の手が汚れることを嫌がる性格
　４．　保護者の食への興味
　５．　家での食べさせ方
　６．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
あなたの手づかみ食べに対する考えについておたずねします。
手づかみ食べを多くする園児と少ない園児で違いがあると思いますか。
　１．　非常にあると思う
　３．　園児の手先の器用さ
　　１．　知っている　　　　２．　知らない　　　
　６．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
手づかみ食べを多くした園児のその後の特徴としてあげられることは何ですか。
　１．　食具を上手に使えるようになるのが早い
問21-1,2は除き、問22からご回答下さい。
問23 あなたは手づかみ食べは子どもの食行動の発達の上で重要であると思いますか。
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
　３．　あまり重要でないと思う
　４．　まったく重要ないと思う
問23-1 いつから手づかみ食べが重要であると思いましたか。
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
　３．　保育所内研修
　４．　保育所外研修
　５．　自分の子育ての経験
　６．　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
問24 あなたの保育園では手づかみ食べを積極的に園児にさせていますか。
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
　３．　あまり積極的にしていない
　４．　まったくしていない
問25
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
問26
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
問27
あてはまる番号1つに○印をつけて下さい。
１．　まったく　　２．　あまり　　３．　ときどき　　４．　よく
１．　まったく　　２．　あまり　　３．　ときどき　　４．　よく
あなたの保育園では保育士が園児の食べ方を見て、栄養士（調理員含む）に
１．　まったく　　２．　あまり　　３．　ときどき　　４．　よく
食事内容を相談しますか。
あなたの保育園では保育士または栄養士（調理員含む）が保護者に
　保育園での手づかみ食べへの取り組みについておたずねします。
あなたの保育園では園児の食べ方について職員間で話し合いをしますか。
　１．　とても積極的にしている
　２．　やや積極的にしている
家庭でも園児が手づかみで食べることをすすめることはありますか。
　１．　非常に重要あると思う
　２．　やや重要であると思う
　１．　保育士の資格を取得するために勉強をしている時
　２．　現場での経験
問23-1は除き、問24からご回答下さい。
